
通電性表示器

Pre-checker
プ レ ・ チ ェ ッ カ ー

取扱説明書

PＬＡ 樹脂ライニング工業会 推奨品

●取扱説明書をよく読み、正しく使用して下さい。

●本書は、大切に保存し、常に参照して下さい。
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概 説

コンクリート用放電式ピンホール探知器の使用できる条件は、

コンクリート素地に放電時の電気が流れることです。この電気の

流れ（通電性）はコンクリートに含有する水分を利用しているた

め、ピンホールの検査を実施する前に、必ずこの水分のチェック

が必要です。

本器は、コンクリート素地上に施工された樹脂ライニング、防

水シート、塗装など絶縁物の皮膜面から電極を押当てる簡単な操

作でコンクリート層の水分の含有程度をチェックすることができ

ます。

用 途

絶縁性の樹脂ライニング、防水シート、塗装膜などの皮膜面を

介して、コンクリート素材に含有する水分をチェックし、放電式ピ

ンホール探知器の使用が可能であるか、否かを評価するために用い

ます。
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各部名称

１．本体

メータ

パネル

電池ボックス 本体

取手 電極（底面）

２．パネル ３．電極
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準 備
１．電池電圧の確認

切替ダイヤルを BAT 側に回すとメーターは

１０Ｖの電圧計となります。６０（６Ｖ）以上

（BAT線より右）になっていることを確認します。

指針が６０以下（BAT 線より左）なら６頁

「電池の交換」を参照下さい。

使い方
切替ダイヤルは電源スイッチと兼用です。OFF 以外の位置に回すと電源が

ON になり、パイロットランプ（PL）が点灯します。

１．ゼロ(ZERO)調整

切替ダイヤルを ZERO ／ MEAS.に回し、本体を片手で持ち、空間に保持（電極が

何物にも触れない状態）しながら、ゼロ調整ダイヤルを回してメーターの指針

を目盛の０に合わせます。

２．スパン（SPAN）調整

本体を空間に保持しながら、切替ダイヤルを SPAN に回すと針が右へ振れます。

スパン調整ダイヤルを回して、メーターの指針を目盛のフルスケール１００に

合わせます。

３．測定（MEAS.）

１）切替ダイヤルを ZERO ／ MEAS.に戻す（左へ回す）とメーターの指針は

０に戻り、測定できる状態になります。

２）メーター指針が目盛の０に戻らず、ズレている時は上記１ .ゼロ調整、２ .

スパン調整を繰り返して下さい。

３）電極面を樹脂ライニング上などの測定対象面へ垂直に軽く押し当て、

指針した目盛（表示値）を読み取ります。

４）測定は１個所で数点行い、その平均値を求めて下さい。

例：30 ㎝角の４隅を測定し、それを１測定点の平均値とする。

４．表示器のチェック

１）本器には「テストピース」が付属し、表示値が正しいか否か、チェック

することができます。

２）上記１、２の調整後、電極面をテストピースに押し当てるとテストピース

のラベルに表示してある表示数値に指針します。（３９±２）

３）表示数値に狂いが生じた場合は、当社へ再調整を依頼して下さい。
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５．表示値の評価

１）表示値は、電極から垂直に深さ約 30 ㎜間の範囲にある測定対象物の比誘

電率を表示しています。

２）コンクリート躯体に含有する水分の程度を測定の目的としていますが、

現実には絶縁性皮膜がありますので、次のようになります。

表示値＝比誘電率（含有水分＋皮膜＋コンクリート骨材）

各々の比誘電率は一般に次のように言われています。

水道水＝８０、樹脂皮膜＝３～４、コンクリート骨材＝５～６

３）上記のように水の比誘電率は他に比べて圧倒的に大きな値なので、表示値

はコンクリート躯体に含有される水分の程度に敏感に反応します。

一般的に、比誘電率が大きいほど、通電性は良好ですので、樹脂ライニング、

防水シート、塗装膜など絶縁性皮膜の上から本器で検査して得られた表示値に

より、放電式ピンホール探知器による検査実施の可否を判定することができます。

４）下表は、コンクリート（配合比：セメント1、砂2.7、砂利3.6、水0.57）表層に

エポキシ系皮膜を形成したテストサンプルを使用して、皮膜の厚さと表示値の関

係について実験し、ピンホール検査が可能となる境界を求めたものです。

５）本器による測定値が、この表の境界線の上部にあれば、ピンホール検査が可能と

評価することができます。

６）しかし、現実にはコンクリート骨材の材種、配合比、施工方法、密度、

表面粗度、温度、また絶縁性皮膜の材種等により表示値に差異を生じます。

７）情況によっては、樹脂ライニング等に人工的な疑似ピンホールを作り、

放電によるピンホール検出の有無をテスト、確認の要があります。
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電池の交換

切替ダイヤルを BAT 側に回し、メーター指針が BAT 線より左または、目盛の「６０」

以下になったら電池ボックスのアルミ蓋を指先で引き上げて開き、新しい電池と交換して

下さい。

電池は６Ｆ２２型（９Ｖ）が１個です。（連続使用はマンガン製で約３０時間、アルカ

リ製で約５０時間です。）電池の交換時は「使用期限」に注意して下さい。

取扱上の注意

●測定は、コンクリートの鉄筋、鉄骨、ラス網が表層部（カブリ厚さ 30 ㎜以内）に

有るとその影響を受け、多目に表示する傾向になりますので測定は避けて下さい。

●樹脂ライニングなどの測定対象面は、よく乾燥し、電極が密着できる平滑面であり

ゴミ、ホコリのないきれいな所を選んで下さい。

●測定中は、必要に応じて、ゼロ及びスパン調整を行って下さい。

●衝撃、直射日光、高温、高湿気などは避けて下さい。

●保管は、ホコリのない清潔で、よく乾燥した場所をお選び下さい。

尚、長期間使用しない場合は電池をはずして下さい。

仕 様

名称型式 通電性表示器 Pre-checker
プレ・チェッカー

方 式 高周波誘電率式

周 波 数 ２ .５Ｍ Hz

検出限界 電極面から垂直に深さ約３０㎜

目 盛 １００等分（刻み：２）

電 源 乾電池 ６Ｆ２２型 ９Ｖ×１

連続使用：マンガン製約３０時間、アルカリ製約５０時間

寸法･重量 65（W）× 210（D）× 130（H）㎜、820g

付 属 品 テストピース、収納バック
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